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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示素子の封止板および封止方法

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ表示素子の封止工程において、封止
板から接着剤がはみ出さず、高品質な有機ＥＬ表示素子
を生産性よく製造できる封止板と封止方法を提供する。
【解決手段】  基板上に正孔注入電極と有機薄膜発光層
と電子注入電極からなる積層構造体を備え、この積層構
造体を気密に保つ封止板１が接着剤を介し基板に接着さ
れた有機ＥＬ表示素子において、封止板１の接着剤塗布
領域３の少なくとも片側に溝２を設けた封止板１を用い
ることで、封止板１からの接着剤のはみ出しを抑えるも
のである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に正孔注入電極と有機薄膜発光層
と電子注入電極からなる積層構造体を備え、この積層構
造体を気密に保つ封止板が接着剤を介し基板に接着され
た有機ＥＬ表示素子において、封止板の接着剤塗布領域
の少なくとも片側に溝を設けたことを特徴とする有機Ｅ
Ｌ表示素子の封止板。
【請求項２】  前記有機ＥＬ表示素子において、封止板
の接着剤塗布領域の少なくとも片側にシール材を配置し
たことを特徴とする有機ＥＬ表示素子の封止板。
【請求項３】  前記有機ＥＬ表示素子において、封止板
の接着剤塗布領域の少なくとも片側が凸形状であること
を特徴とする有機ＥＬ表示素子の封止板。
【請求項４】  前記有機ＥＬ表示素子において、封止板
の接着剤塗布領域の外側および内側が溝、凸形状および
シール材のいずれかで構成されたことを特徴とする有機
ＥＬ表示素子の封止板。
【請求項５】  基板上に正孔注入電極と有機薄膜発光層
と電子注入電極からなる積層構造体を備え、この積層構
造体を気密に保つ封止板が接着剤を介し基板に接着され
た有機ＥＬ表示素子の封止方法において、請求項１～４
のいずれかの封止板を用いて、積層構造体を気密に封止
する有機ＥＬ表示素子の封止方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は有機ＥＬ表示素子の製造
方法に関し、特に有機材料を含む積層構造体を気密にす
る封止工程で、基板と封止板を接着する際の接着剤のは
み出しを抑える封止板および封止方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示素子の構成例を図８に示
す。ガラス等の透明或いは半透明基板５に正孔注入電極
１０である錫ドープ酸化インジウム（ＩＴＯ）などの透
明導電膜を形成する。その上に有機薄膜発光層１１とし
て、テトラフェニルジアミン（ＴＰＤ）などの正孔輸送
層とアルミキノリノール錯体（Ａｌｑ３）などの電子輸
送層を順次積層する。この正孔輸送層および電子輸送層
はそれぞれ５０ｎｍ程の厚さの薄膜で、真空蒸着法など
で成膜される。有機薄膜発光層１１の上には電子注入電
極１２としてアルミニウム（Ａｌ）やマグネシウム（Ｍ
ｇ）などの仕事関数の小さな金属電極を形成する。この
正孔注入電極１０と電子注入電極１２に直流電源１８を
接続し電流を流すことで、有機薄膜発光層１１が発光す
る。
【０００３】この積層構造体１３は酸素や水分により、
変質や剥離を起こし、輝度の低下やダークスポット等を
招くことから、封止板１で積層構造体１３を大気から隔
離する必要がある。通常、真空あるいは非酸化・低湿度
雰囲気環境下の容器内に積層構造体１３を備えた基板５
と接着剤を塗布した封止板１を対向させ配置し、封止板
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１を保持した治具の昇降により、基板５と封止板１を接
触させ接着する。接着剤には硬化時の温度上昇が小さい
紫外線硬化型接着剤が多く用いられ、基板５と封止板１
を接触した状態で紫外線を照射し硬化する。これにより
基板５と封止板１に囲まれた空間１４は真空あるいは非
酸化・低湿度雰囲気に気密され、積層構造体１３は大気
と隔離され、高品質で長寿命な有機ＥＬ表示素子１６が
得られる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上記従来の有機ＥＬ表
示素子の製造において、積層構造体を備えた基板と封止
板を接着する際、接着剤が封止板から外側にはみ出し、
封止板を保持する治具に接着剤が接着する問題があっ
た。これは接着後に素子を取り出す場合、治具と素子が
接着され取り出せなくなり、また素子を損傷させること
があった。更に治具に残った接着剤の凸部分により、次
の封止板が治具に設置できなくなる問題があった。特に
封止工程を真空あるいは非酸化・低湿度雰囲気の容器内
で自動操作で行う場合、封止工程の停止、容器内の大気
開放、治具に付着した接着剤の除去作業などを行わなけ
ればならず、更に素子の損傷による不良品の増加で生産
性は著しく低下していた。
【０００５】また、接着剤が封止板の内側、つまり基板
と封止板で囲まれた真空あるいは非酸化・低湿度雰囲気
空間にはみ出した場合、積層構造体の特性を劣化させる
問題があった。封止板の内側にはみ出した接着剤は、積
層構造体に接触し特性を劣化させる。また真空あるいは
非酸化・低湿度雰囲気空間にはみ出した接着剤は、その
種類にもよるが、例えばアクリル系の紫外線硬化型接着
剤は硬化時に成分中のアクリルモノマーが揮発し、積層
構造体を構成する有機膜の特性を劣化させる。
【０００６】本発明は上記の課題を鑑みてなされたもの
で、有機ＥＬ表示素子の製造にあたり、積層構造体を備
えた基板と封止板を接着する封止工程において、封止板
の外側および内側に接着剤がはみ出さない封止板および
生産性を低下することのない封止方法を提供することに
ある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の第１は、この課
題を解決するため、封止板の接着部に、接着剤塗布領域
の少なくとも片側に溝を設けた封止板である。
【０００８】本実施例では、積層構造体を備えた基板と
接着領域に接着剤を塗布した封止板を接着する際、基板
と封止板に挟まれた接着剤は接着領域に広がるが、封止
板に設けた溝に流れ込み、それ以上接着剤が広がること
はない。したがって、封止板の外側あるいは内側への接
着剤のはみ出しは無くなる。
【０００９】第２の発明に係る封止板は、接着剤塗布領
域の少なくとも片側にシール材を設けることにより、基
板と封止板を接着する際、接着材の広がりを抑え、封止
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板の外側および内側への接着剤のはみ出しは無くなる。
特に積層構造体を備えた真空あるいは非酸化・低湿度雰
囲気空間はシール材で気密されるので、接着剤からの揮
発性ガスによる積層構造体の劣化を抑えられる。
【００１０】第３の発明に係る封止板は、接着剤塗布領
域の少なくとも片側が凸形状である封止板で、基板と封
止板を接着する際、接着剤の広がりを抑え、封止板の外
側および内側への接着剤のはみ出しは無くなる。
【００１１】第４の発明に係る封止板は、接着剤塗布領
域の外側あるいは内側が溝、凸形状およびシール材のい
ずれかで構成された封止板であり、封止板の外側および
内側への接着剤のはみ出しは無くなる。
【００１２】第５の発明に係る有機ＥＬ表示素子の製造
方法は、前記第１～第４の発明の封止板を用いた積層構
造体の封止方法である。基板と封止板を接着する際、封
止板の接着部から接着剤がはみ出さず、封止板とそれを
保持した治具との接着が無くなり、また積層構造体への
接着剤の接触あるいは接着剤からの揮発性ガスによる積
層構造体の特性劣化を抑えることができ、生産性を低下
することなく高品質で長寿命な有機ＥＬ表示素子が得ら
れる。
【００１３】
【実施例】以下に本発明に係る封止板を用いた封止工程
の実施例を図１から図７を用いて説明する。
【００１４】図１は第１の発明の実施例の説明図で、封
止板１の接着剤塗布領域３の外側と内側の両方に溝２を
設けた例である。封止板１は積層構造体１３を内部に配
置するため、中央が窪んだ形状となり、基板５との接着
部４は窪みの周囲に基板５と平行な面である。その接着
部４に接着剤塗布領域３を挟んで２本の溝２を有する。
封止板１の大きさは、例えば横３５ｍｍ、縦４５ｍｍ、
高さ１ｍｍで、そのうち接着部４の幅は５ｍｍである。
封止板１は厚さ０．３ｍｍのステンレス鋼材を絞り加工
にて製作した。封止板１の材質は、ガス放出が少なく、
加工性に富むステンレス鋼などが好ましいが、セラミッ
クス材料や樹脂材料などでも良い。封止板１および溝２
の加工は絞り加工の他、切削加工などでも製作できる。
【００１５】図２は図１のＡ－Ａ垂直断面の拡大図であ
る。接着部４には２ｍｍ幅の接着剤塗布領域３の両側
に、半径０．５ｍｍの半円型の溝２がある。この接着剤
塗布領域３および溝２の寸法は、接着時に接着剤が溝か
らはみ出さない大きさに設定され、上記寸法に限ったも
のではない。また溝の断面形状は半円型の他、角型の溝
でもよい。
【００１６】接着剤６は紫外線硬化性接着剤を用い、接
着剤塗布領域に定量抽出装置（ディスペンサ－）で適量
を、Ｘ－Ｙロボットのコンピュータプログラムにより正
確に塗布した。
【００１７】図３は従来の封止板１７を使用した場合の
接着過程を示したもので、（ａ）図は基板５と封止板１
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７を接着する直前であり、（ｂ）図は基板５と封止板１
７を張り合わせて接着した状態を示す。接着剤６を塗布
した封止板１７は治具７に保持され、治具７の昇降によ
り基板５との接着作業を行う。接着作業は真空容器内
で、非酸化・低湿度ガスを導入した雰囲気下で行う。封
止板１７の保持方法は、封止板１７の窪み部を保持する
方法と封止板１７の外周部１５を保持する方法がある
が、封止板１７の位置ずれが生じない封止板１７の外周
部１５を保持する方法を採用した。図３はこの封止板１
７の外周部１５を保持する治具７を示している。封止板
１７に塗布した接着剤６は基板５に接着される時広が
り、（ｂ）図の様に封止板１７の外側および内側にはみ
出す。
【００１８】封止板１７の外側にはみ出した接着剤８
は、封止板１７を保持する治具７に接触し、紫外線照射
時に硬化する。治具７に接着された有機ＥＬ表示素子１
６は、治具７から容易に取ることができず、真空容器内
を大気環境に戻し、治具７から有機ＥＬ表示素子１６を
取り出す。このとき有機ＥＬ表示素子１６を損傷するこ
とがあり不良品となる。また保持治具７に残った接着剤
は、次の封止板の保持を妨げるため、残った接着剤を全
て除去する必要がある。これにより生産性は著しく低下
する。
【００１９】また封止板１７の内側、つまり基板５と封
止板１７で気密された積層構造体１３を有する非酸化・
低湿度雰囲気空間１４にはみ出した接着剤９は、積層構
造体１３に接触し、特性を劣化させ、有機ＥＬ表示素子
１６の品質および寿命を低下させる。
【００２０】図４は本発明の封止板１を用いた場合の接
着過程を示す。接着部４の接着剤塗布領域３に接着剤６
を塗布し、基板５と張り合わせる。接着時に接着剤６は
封止板１の外側と内側に広がるが、接着剤６は溝２に流
れ込み、溝２より外側あるいは内側にはみ出すことはな
い。これにより封止板１を保持した治具７に接着剤６が
接触することはなく、接着後の有機ＥＬ表示素子１６は
容易に治具７から取り出せる。封止工程を停止させるこ
とがなくなり、生産性を低下することはない。また封止
板１の内部への接着剤６のはみ出しが無くなり、積層構
造体１３を劣化することなく、長寿命で高品質な有機Ｅ
Ｌ表示素子１６を製造することができる。
【００２１】図５は第２の発明の実施例の説明図で、封
止板１９の接着剤塗布領域３の外側および内側にシール
材を備えた例である。封止板１９は実施例１と同様、厚
さ０．３ｍｍのステンレス鋼材の絞り加工で作製した。
封止板１９の接着部４には、接着剤塗布領域３を挟ん
で、その外側と内側の両方にシール材２０を配置した。
【００２２】図６は図５のＢ－Ｂ垂直断面の拡大図であ
る。接着部４には２ｍｍ幅の接着剤塗布領域３の両側に
幅０．６ｍｍ、高さ０．２５ｍｍのシール材２０を配置
した。この接着剤塗布領域３およびシール材２０の寸法
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は、接着時に接着剤がシール材からはみ出さない大きさ
に設定され、上記寸法に限ったものではない。またシー
ル材の断面形状も上記角型の他、丸型形状でもよい。
【００２３】シール材２０は、黒鉛シートを用いた。シ
ート材料はガス放出が少なく、また基板５や封止板１９
との接触面積を大きくするため、弾力性、柔軟性に富
み、更に加工性に富むものが好ましく、黒鉛シートの
他、四ふっ化エチレン樹脂などの樹脂やアルミニウムな
どの金属でもよい。
【００２４】シール材２０は、例えば接着部４表面上に
０．１ｍｍの高さで凸形状とし、接着の際基板との接触
で押し潰れることにより、基板とよく密着する。
【００２５】シール材２０は封止板１９の接着部４の溝
にはまり込む構造で、接着時にシール材がずれることは
ない。接着時にシール材のずれが少ない場合は、前記は
まり込み構造とせず、シール材を接着部に置く構造でも
よい。またシール材は封止板の接着部に、塗装、メッ
キ、溶射あるいは真空蒸着やスパッタリング法などの薄
膜形成法で直接形成することもできる。
【００２６】図７は本発明の封止板１９を用いた場合の
接着過程を示す。接着部４の接着剤塗布領域３に接着剤
６を塗布し、基板５と張り合わせる。接着時に接着剤６
は封止板１９の外側と内側に広がるが、接着剤６はシー
ル材２０に遮られ、それ以上広がることはできず、封止
板１９の外側および内側にはみ出すことはない。これに
より封止板１９を保持した治具７に接着剤６が接触する
ことはなく、有機ＥＬ表示素子１６は容易に治具７から
取り出せる。また封止板１９の内側への接着剤６のはみ
出しは無くなり、積層構造体１３に接触することはな
く、更に基板５と封止板１９で囲まれた非酸化・低湿度
雰囲気空間１４は、シール材２０で気密されるため、接
着剤６から発生する揮発性ガスは積層構造体１３と隔離
される。このため積層構造体１３を劣化することなく、
長寿命で高品質の有機ＥＬ表示素子１６を製造すること
ができる。
【００２７】また、第３の発明の封止板は図示しない
が、例えば実施例２の図６に示す様な、接着部４表面上
に、接着剤塗布領域３を挟んで凸形状の断面を有する封
止板である。上記実施例と同じく、ステンレス鋼材など
を用い、絞り加工あるいは切削加工などで製作される。
接着部表面上の凸部の幅、高さおよび形状は、接着時に
接着剤が封止板からはみ出さない大きさに設定される。
【００２８】上記の実施例１に示した封止板１の溝２、
実施例２に示した封止板１９のシール材２０、および凸
形状を有した封止板の構成は、これに限ったものではな
く、例えば接着剤６の揮発成分による積層構造体１３の
劣化が少ない場合は、前記の溝２、シール材２０および
凸形状は外側のみにすることもできる。また接着剤６の
揮発成分により著しく積層構造体１３が劣化する場合、
接着剤塗布領域３の外側に溝２を設け、内側にシール材
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を設ける場合もある。
【００２９】
【発明の効果】上述したように本発明によれば、有機Ｅ
Ｌ表示素子の封止工程において、積層構造体を大気中の
酸素や水分から隔離する封止板の接着部に接着剤塗布領
域の少なくとも片方に溝、凸形状あるいはシール材設け
ることにより、接着剤のはみ出しをなくし、封止板と封
止板保持治具との接着トラブルや接着剤からの発生ガス
による積層構造体への悪影響を低減することができ、高
品質の有機ＥＬ表示素子を生産性よく製造することかで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示す封止板の外観図である。
【図２】本発明の実施例を示す図１の封止板のＡ－Ａ垂
直断面の拡大図である。
【図３】従来の有機ＥＬ表示素子の接着過程の説明図で
あり、（ａ）は接着直前を、また（ｂ）は接着時を示
す。
【図４】本発明の実施例を示す封止板による有機ＥＬ表
示素子の接着過程の説明図であり、（ａ）は接着直前
を、また（ｂ）は接着時を示す。
【図５】本発明の実施例を示す封止板の外観図である。
【図６】本発明の実施例を示す図５の封止板のＢ－Ｂ垂
直断面の拡大図である。
【図７】本発明の実施例を示す封止板による有機ＥＬ表
示素子の接着過程の説明図であり、（ａ）は接着直前
を、また（ｂ）は接着時を示す。
【図８】本発明の有機ＥＬ表示素子の構成例を示す断面
図である。
【符号の説明】
１  封止板
２  溝
３  接着剤塗布領域
４  接着部
５  基板
６  接着剤
７  封止板保持治具
８  封止板の外側にはみ出した接着剤
９  封止板の内側にはみ出した接着剤
１０  正孔注入電極
１１  有機薄膜発光層
１２  電子注入電極
１３  積層構造体
１４  真空あるいは非酸化・低湿度雰囲気空間
１５  封止板外周部
１６  有機ＥＬ表示素子
１７  従来の封止板
１８  直流電源
１９  封止板
２０  シール材



(5) 特開２００１－１８９１９１

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図８】



(6) 特開２００１－１８９１９１

【図７】



专利名称(译) 密封板和有机EL显示元件的密封方法

公开(公告)号 JP2001189191A 公开(公告)日 2001-07-10

申请号 JP2000005236 申请日 2000-01-05

[标]申请(专利权)人(译) TOKKI

申请(专利权)人(译) TOKKI公司

[标]发明人 松本栄一
柳雄二

发明人 松本 栄一
柳 雄二

IPC分类号 H05B33/04 H01L51/50 H01L51/52 H05B33/10 H05B33/12 H05B33/14

CPC分类号 H01L51/524 H01L51/5246

FI分类号 H05B33/04 H05B33/10 H05B33/14.A H05B33/12.Z H05B33/14.Z

F-TERM分类号 3K007/AB00 3K007/AB13 3K007/AB18 3K007/BB00 3K007/DA00 3K007/FA01 3K007/FA02 3K007
/FA03 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC23 3K107/CC45 3K107/EE42 3K107/EE55 3K107/FF15 
3K107/GG51

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种密封板和密封方法，该密封板和密封方法能够以
高生产率生产高质量的有机EL显示装置，而在有机EL显示装置的密封过
程中粘合剂不会从密封板上突出。 在基板上设置由空穴注入电极，有机
薄膜发光层和电子注入电极构成的层叠结构，将保持该层叠结构气密的
密封板1通过粘接剂粘接于基板。 在有机EL显示元件中，通过使用其中
在密封板1的粘合剂涂覆区域3的至少一侧上设置有凹槽2的密封板1，防
止了粘合剂从密封板1突出。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/0aab8b74-54c6-49f0-af6c-a70a57bc1264
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018533919/publication/JP2001189191A?q=JP2001189191A

